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化粧品における特定成分の特記表示について 

 

化粧品における特定成分の特記表については、「化粧品における特定成分の特

記表示について」（昭和 60 年 9 月 26 日付け薬監第 53 号厚生省薬務局監視課長

通知）において取扱いをお示ししているところですが、化粧品の広告を巡る環境

の変化を考慮し、より理解しやすい表現に修正するため、下記のとおりとします

ので、貴管下関係業者への周知をお願いいたします。 

なお、本通知をもって、「化粧品における特定成分の特記表示について」（昭

和 60 年 9 月 26 日付け薬監第 53 号厚生省薬務局監視課長通知）は廃止します。 

 

 

記 

 

 特定成分の特記表示とは、商品に配合されている成分中、特定の成分を表示す

ることである。 

 化粧品において特定成分を特記表示することは、あたかもその成分が有効成

分であるかのような誤認を生じるおそれがあるため、原則として行わないこと。 

 ただし、以下の留意事項及び Q&A に基づき、特定成分を特記表示する場合に

限り認められる。 

 

Ⅰ 留意事項 

 



 

 

１ 特定成分の特記表示 

（１） 特定成分を特記表示する場合、配合目的を必ず併記すること。なお、

配合目的は、化粧品の効能効果及び製剤技術に基づく表現とし、客

観的に実証されているものであること。 

（２） 特定成分を写真、デザイン（英文等の表示を含む）で表現している

場合は、「○○（成分名）△△（配合目的）」などと、配合目的と

ともに成分名も記載すること。 

 

２ 特記表示が認められない事例 

（１） 特定成分の名称に「薬」の字が含まれるもの 

      （例） 「生薬エキス」、「薬草抽出物」、「薬用植物のエキス」 

（２） 医薬品かのような印象を与えるもの 

      （例） 「漢方成分抽出物」 

 

Ⅱ 化粧品における特定成分の特記表示（Q&A） 

質問事項 回  答 

１ 特定成分の特記表示とは何か。  化粧品における広告や包装におい

て、商品に配合されている成分中、特

定の成分を表示することである。 

２ 配合成分の全てを表示する時は、

特記表示に該当するか。 

 配合成分の全ての成分を同等に表

示する限り特記表示に該当しない。 

３  配合されている成分を特記表示

した場合、どのような問題があるの

か。 

 １）化粧品でない（医薬品的）とい

う印象を与えることがある。 

 ２）通常の化粧品より成分的に効

果、安全性等の面で優れている

との誤認を与えることがある。 

 ３）当該成分が主たる成分であると

の誤認を与えることがある。 

４  広告でボディーコピー中に特定

成分が記載された場合は、特記表示

に該当するか。 

 全てが特記表示に該当する。 

５ 化粧品の外部の容器・被包、又は

直接の容器、被包及び添付文書等に

特定成分を記載することは特記表

示に該当するか。 

 全てが特記表示に該当する。 

６  特定成分を外国語で表示するこ

とは、特記表示に該当するか。 

 外国語と邦文を区別して取り扱う

ものではないため特記表示に該当す

る。 



 

 

７ 医薬部外品の場合についても、化

粧品に準じた表現であれば差し支

えないと考えてよいか。 

 承認を受けた有効成分以外の特定

成分の特記表示に関しては、化粧品に

準じて差し支えない。 

８  配合目的はどのように記載した

らよいか。 

 特記表示している成分名の前又は

後などに記載すること。 

 注記等を用いて特定成分の前又は

後以外の場所に記載する場合は、文字

の大きさ、フォント、配置、コントラ

スト、色、表示時間（動画広告）等に

留意し、容易に読めるようにするこ

と。 

９ 動画広告において、特定成分を表

示する場合、その配合目的をどのよ

うに説明すればよいか。 

 配合目的が画面やナレーションで

容易に理解されるように説明されて

いること。なお、記載方法については、

Q&A８を参照すること。 

10 特定成分の配合目的は、化粧品の

効能効果に基づく表現として、保

湿、着色料、着香料、洗浄成分の他、

皮膚保護、お肌の保護成分、紫外線

防止成分、お肌の引き締め成分、補

油成分、地肌、頭髪をしっとりさせ

る成分と、製剤技術に基づく表現と

して、コーティング成分、増粘剤、

製品の酸化防止剤…等の表示であ

っても差し支えないか。 

 化粧品の効能の範囲の改正につい

て（平成23年7月21日付け薬食発0721

第１号厚生労働省医薬食品局長通知）

や製材技術に基づき製品の使用感や

製品性状などに関わる表現であって

客観的に実証されていれば、差し支え

ない。 

11 回答10には「化粧品の効能の範囲

の改正について（平成23年7月21日

付け薬食発 0721第１号厚生労働省

医薬食品局長通知）や製剤技術に基

づく表現であって客観的に実証さ

れていれば、差し支えない。」と記

載されているが、実証とはどういう

意味か。また、事実か否かを証明す

る資料として社内データでもよい

か。 

 

 客観的に実証されているとは、当該

効能効果や製剤技術に基づく表現と

して客観的に説明出来るということ

である。また、説明資料は、社内デー

タであってもよいが、客観性のあるも

のであることが必要である。 



 

 

12 生薬名であっても配合目的を併

記し、生薬等の文字を入れなければ

特記表示しても差し支えないか。 

  （例）天然植物薏苡仁エキス（保

湿成分） 

     アロエエキス（保湿成分） 

 差し支えない。 

 ただし、Ⅰ｢留意事項｣の２｢特記表

示が認められない事例｣のように、名

称に「薬」の字が含まれるものや医薬

品という印象を与えるものは不可で

ある。 

13 特定成分の特記表示として次の

ような例示も差し支えないと考え

てよいか。 

   （例）カミツレエキス(天然植物保

湿成分)配合 

 特記成分の由来とともに配合目的

を記載することは差し支えない。 

14 配合目的の記載方法について次

のような表現であれば差し支えな

いと考えてよいか。 

  ① アロエエキスが肌にうるおい

を与えます。 

  ② うるおい成分コラーゲンを配

合 

  ③ 肌にうるおいを与えます。（ヘ

チマエキス配合） 

  ④ アロエエキスを配合した化粧

水です。 

 

 

 

 ①～③  配合目的が記載されてお

り、有効成分であるかのような誤認を

生じないため、差し支えない。 

 

 

 

 ④ 配合目的が記載されていないた

め不可である。 

15 製剤技術に基づき製品の使用感

や製品性状などに関わる次のよう

な表現をすることは、差し支えない

と考えてよいか。 

  ① スクワラン配合により、のび

のよい軽い感触が楽しめます。 

  ② シルクパウダー配合（さらさ

ら成分） 

 

 

 

 

 ①・② 製剤技術に基づく化粧品と

しての配合目的が記載されてお

り、有効成分との誤認がないた

め、差し支えない。 

16  ｢エモリエント成分とし○○配

合｣あるいは｢トリートメント成分

として○○配合｣はよいか。 

 有効成分と誤認しないため、差し支

えない。 



 

 

17 医薬部外品等の有効成分として

配合されることのある成分を化粧

品成分として特記表示する場合、ど

のようなことを遵守すべきか。 

 医薬部外品等の有効成分として配

合されることのある成分を特記する

場合、以下の３点を全て満たした配合

目的を記載する必要がある。 

 ① 明示的又は暗示的であるか否か

にかかわらず、有効成分であるか

のような誤認を生じさせ、薬理作

用などを暗示させないこと 

 ② 化粧品の効能効果の範囲である

こと 

 ③ 客観的に実証されたことに基づ

くこと 

 なお、有効成分として使用されてい

る成分を特記表示すると、あたかもそ

の成分が有効成分のように誤認させ

やすいため、配合目的も含め、広告全

体としての表現にも十分注意するこ

と。 

18 医薬部外品等の有効成分として

配合されることのある成分を次の

ように表現することは差し支えな

いと考えてよいか。 

  ①  肌あれを防ぐ成分ビタミン

A、Eを配合 

  ②  グリチルリチン酸ジカリウ

ム（消炎剤）配合クリームで

す。 

 

 

 

 

① ビタミン A、E など医薬部外品

等の有効成分として配合され

ることのある成分を表現する

場合は、広告を行う者が、Q&A17

の A に基づき適正かどうか確

認すること。特に、特記表示だ

けでなく、広告全体から有効成

分であるかのような誤認を生

じさせていると判断される場

合は、不可である。 

  ② Q&A17 の A②に該当しないた

め、不可である。 

 

 


